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住 民 の 動 き
平成23年4月末現在（　）内は前月比
人　口� 33,609人（＋37）	 15歳未満� 5,420人（−１）	

　男　� 16,181人（＋20）	 65歳以上� 5,579人（＋３）	

　女　� 17,428人（＋17）	 平均年齢　41.21歳	

世帯数� 12,450戸（＋41）	

藍
住
町
は
被
災
地
の
皆
さ
ん
を

応
援
し
て
い
ま
す
！

　

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
に
、社
会
全
体
で
応
援
し
て
い
る
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
た
め
、全
国
各
地
で「
こ
い
の
ぼ
り
」を
掲
揚
し
て
い
ま
す
。

　

町
役
場
で
も
、５
月
27
日（
金
）ま
で
掲
揚
し
ま
す
。

地デジの準備はお済みですか？
アナログ放送は、今年7月24日に終了します。（関連記事５ページ）
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マイバッグ持参運動にご協力を！！　

５月15日（日）は町内一斉清掃の日です
＊雨天の場合（小雨決行）５月22日へ延期します。

一
斉
清
掃
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

美
し
く
快
適
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
は
地
域
の
環
境
美
化
か
ら
…

＊�

一
斉
清
掃
の
日
は
、
粗
大
ご
み
を
取
り
扱
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

＊
排
水
路
の
土
砂
処
理（
運
搬
）は
各
自
治
会
で
お
願
い
し
ま
す
。

  
一
斉
清
掃
の
土
砂
・
草
木
類
は
、
土
砂
仮
置
場（
地
図
参
照
）で
受
け
入
れ

し
ま
す
。
付
近
の
方
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
５
月
15
日（
日
）午
前
８

時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
の
時
間
内
に
持
ち
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

道
路
幅
が
狭
い
の
で
、
２
ト
ン
を
超
え
る
車
の
乗
り
入
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

※
当
日
は
、混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

進
入
は
係
員
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
く
だ

さ
い
。
土
砂
仮
置
場
ま
で
の
道
路
等
を
、

汚
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
般
収
集
日
に
出
せ
る
空
き
ビ
ン
・
空

き
缶
・
燃
や
せ
な
い
ご
み
等
は
、
指
定
日
・

指
定
場
所
に
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

環境美化運動期間土砂仮置場付近地図

玉村印刷

住吉神社

藤川自動車

土砂仮置場

警備員

出口

出口 入口

奥野ニュータウン
ケイ
美容院

メカドッ
グ

藤本 ×通行止×

×

通
行
止
元
村
橋

メディングタマムラ
正法寺川

奥野橋

千
鳥
橋

　

環
境
美
化
運
動
も
今
年
で
39
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
む
町
の
道
路
や
排
水
路
、
公
園
な
ど
を
き
れ
い
に
し
、
快
適
で
住
み
よ
い

町
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

生
活
環
境
課（
☎
６
３
７・
３
１
１
６
）

　
　

西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２・
７
４
１
１
）

５
月
９
日
か
ら
６
月
６
日
は

      

藍
住
町
環
境
美
化
運
動
月
間
で
す
。

　

廃
棄
物
の
処
理
と
清
掃
に
関
す
る
法
律
や
町
廃
棄
物
の
処
理
と
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
23
年
度
一
般
廃
棄
物
処
理
実
施

計
画
を
定
め
ま
し
た
。

※
平
成
23
年
度
一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画
に
よ
り
、
本
町
の
一
般
廃

棄
物
の
処
理
を
行
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
資
源
ご
み
分
別
の
徹
底
等
、
排
出
ご
み
の
減
量

化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）→（
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
）

→（
生
活
環
境
課
）内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

生
活
環
境
課（
☎
６
３
７・
３
１
１
６
）

一般廃棄物の排出の状況
種　　　　　　　類  排出量 計

家
庭
系
ご
み

燃 や せ る ご み 6,200 t

9,212 t

燃 や せ な い ご み 110 t

資 源 ご み

缶  類 70 t

び ん 類 250 t

ペ ッ ト ボ ト ル  60 t

蛍光灯・古着・古紙類 1,302 t

廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 1,000 t

乾 電 池・ 金 属 類 80 t

粗 大 ご み 140 t

　　　   事 業 系 ご み 1,800 t 1,800 t

し  

尿

し 尿 700 t
8,400 t

浄 化 槽 汚 泥 7,700t

平成23年度  一般廃棄物処理実施計画

個人情報保護条例の運用状況
　藍住町個人情報保護条例（藍住町条例第200号）第33条の規定によ
り、平成22年度における同条例の運用状況を次のとおり公表します。
１　開示請求の処理状況

区　　分
個人情報の開示

請　求 処理の状況
開　示 部分開示 非開示 請求拒否 取り下げ

件数又は人数 ４件 ３件 ０件 １件 ０件 ０件
注 1　�「請求拒否」とは、開示の請求に係る個人情報を保有して

いない等のため、開示の請求書を拒否したものです。
注２　�「取り下げ」とは、保有個人情報の提供等により請求が取り下げられたものです。
２　開示請求の請求者別内訳

区　　　分 人数
本人 ３人

代理人 法定代理人 ０人
法定代理人以外の代理人 １人

合　　　　　　　　計 ４人
注　�同時に複数の者から申請のあったものについては「１人」として取り扱った。
３　開示請求者の実施機関別内訳

町長部局 健康推進課 ４件

計 ４件
教 育 委 員 会 ０件
議 会 事 務 局 ０件
農 業 委 員 会 ０件
合　　　　　計 ４件

４　個人情報の訂正請求の状況　なし
５　個人情報の利用中止請求の状況　なし
６　不服申し立ての状況　なし

広報あいずみ ■ 2№ 807 



今
月
の
納
税

情報公開条例の運用状況
　藍住町情報公開条例（藍住町条例第183号）第21条の規定により、
平成22年度における同条例の運用状況を次のとおり公表します。
１情報公開の状況

区　　分
公文書の公開

請　求 処理の状況
公　開 部分公開 非公開 不受理

件数又は人数 ６件 ３件 ０件 ０件 ３件
注　�「不受理」とは、当該公文書が不存在であるため、請求書を

受理しなかった場合をいう。

２　公文書公開の請求者別内訳
区　　　分 人数

町内に住所を有する者 ５人
実施機関の事務事業に
利害関係を有するもの １人

注　�同時に複数の者から申請のあったものについては「１人」と
して取り扱った。

３　公文書公開の実施機関別状況

町長部局
総 務 課 １件
建設産業課 ４件

計 ５件
教育委員会部局 ０件
議 会 事 務 局 １件
農 業 委 員 会 ０件
合　　　　　計 ６件

４　不服申し立ての状況　なし

個人情報保護条例の運用状況
　藍住町個人情報保護条例（藍住町条例第200号）第33条の規定によ
り、平成22年度における同条例の運用状況を次のとおり公表します。
１　開示請求の処理状況

区　　分
個人情報の開示

請　求 処理の状況
開　示 部分開示 非開示 請求拒否 取り下げ

件数又は人数 ４件 ３件 ０件 １件 ０件 ０件
注 1　�「請求拒否」とは、開示の請求に係る個人情報を保有して

いない等のため、開示の請求書を拒否したものです。
注２　�「取り下げ」とは、保有個人情報の提供等により請求が取り下げられたものです。
２　開示請求の請求者別内訳

区　　　分 人数
本人 ３人

代理人 法定代理人 ０人
法定代理人以外の代理人 １人

合　　　　　　　　計 ４人
注　�同時に複数の者から申請のあったものについては「１人」として取り扱った。
３　開示請求者の実施機関別内訳

町長部局 健康推進課 ４件

計 ４件
教 育 委 員 会 ０件
議 会 事 務 局 ０件
農 業 委 員 会 ０件
合　　　　　計 ４件

４　個人情報の訂正請求の状況　なし
５　個人情報の利用中止請求の状況　なし
６　不服申し立ての状況　なし
　

企
業
の
倒
産
・
解
雇
等
に
よ
る
離
職
（
特

定
受
給
資
格
者
）
や
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る

離
職
（
特
定
理
由
離
職
者
）
を
さ
れ
た
方
は

国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

∧
軽
減
の
内
容
∨

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年
の
所
得
等
に

よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
軽
減
制
度

は
保
険
税
を
計
算
す
る
際
に
、
失
業
者
本
人

の
前
年
の
給
与
所
得
を
30
／
100
と
み
な
し
て

計
算
し
ま
す
。

∧
軽
減
の
対
象
と
な
る
方
∨

　

①
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職
し
た

　

②
離
職
日
の
翌
日
時
点
で
65
歳
未
満

　

③�

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）ま
た
は
、

特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な
ど
に

よ
る
離
職
）

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
第
１
面
「
離

職
理
由
」欄
ま
た
は
、「
離
職
年
月
日　

理
由
」

欄
に
次
の
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
て
い
る
方

　

特
定
受
給
資
格
者

　
　
　
　

11
・
12
・
21
・
22
・
31
・
32

　

特
定
理
由
離
職
者

　
　
　
　

23
・
33
・
34

以
上
の
①
〜
③
の
条
件
を
満
た
す
方

∧
対
象
期
間
∨

　

離
職
日
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
、
そ
の
月

の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
の
間

∧
届
出
の
方
法
∨

　

①
印
鑑
②
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
持

参
の
う
え
、
健
康
推
進
課
に
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

 

税
務
課　
　
（
☎
６
３
７・
３
１
１
７
）

　
　

健
康
推
進
課（
☎
６
３
７・
３
１
１
５
）

 

税
務
課　

　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
７
〜
３
１
１
８
）

非
自
発
的
失
業
者
の
国
民
健
康
保
険
税
軽
減
制
度

　

５
月
は
、軽
自
動
車
税
の
納
付
月
で
す
。

　
納
期
限
は
、
５
月
25
日
で
す
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま

　

で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

　

徳
島
県
か
ら
お
知
ら
せ

　
自
動
車
税
は
納
期
内
に

  

今
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期
限
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
31
日
で
す
。

　

納
期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

領
収
証
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
納
税
証

明
書
は
、
車
検
（
継
続
検
査
ま
た
は
構
造

等
変
更
検
査
）
の
際
に
必
要
で
す
か
ら
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
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皆
さ
ん
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ

で
す
か
。

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
で
す
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
て
お
り
、
徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
や
徳
島
地
方
法
務
局
で
も
、
こ
の
日
を

中
心
と
し
て
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知

と
人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚
に
努
め
て
い
ま

す
。　
　

　

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を
送
る
上

で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分
だ
け
で

な
く
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が
お
互
い
に

人
権
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る
い
社
会
を

つ
く
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員

の
日
で
あ
る
６
月

１
日
を
中
心
と
し

て
全
国
一
斉
の
人

権
相
談
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。（
50
音
順
）

　
　

阿　

部　
　

智　

恵　
（
徳　

命
）

　
　

喜　

田　
　

の
り
子　
（
富　

吉
）

　
　

木　

内　
　

昌　

美　
（
東
中
富
）

　
　

小　

西　
　

茂　

之　
（
奥　

野
）

　
　

中　

野　
　
　
　

稔　
（
笠　

木
）

　
　

廣　

瀬　
　

浩　

美　
（
勝　

瑞
）

　
　

松　

本　
　

法　

雄　
（
乙　

瀬
）

 

人
権
相
談

場　
　
所　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー　

１
階　

　
　
　
　
　

相
談
室

日　
　
時　
６
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
の
部　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　

午
後
の
部　

午
後
１
時
〜
３
時

 

電
話
相
談
（
徳
島
地
方
法
務
局
）

日　
　
時　
６
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

電
話
番
号　
０
１
２
０
・
４
５
９
・
７
３
７

　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

意
く
だ
さ
い
。

◆
６
月
の
現
況
届
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
◆

　

10
月
以
降
に
届
出
、
申
請
等
が
必
要
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
が
決
ま
り
次
第
、
受
給
者

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
支
給
金
額 　
　

　
　

子
ど
も
１
人
に
つ
き　

　
　

月
額 
１
３
、０
０
０
円

●
支
給
対
象　

　
　
０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

●
支
給
月   

　
　

平
成
23
年
６
月
（
２
月
〜
５
月
分
）

　
　

平
成
23
年
10
月
（
６
月
〜
９
月
分
）

　
　

支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
数
に
変

　

更
が
な
け
れ
ば
、
特
別
な
手
続
き
は
必

　

要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い
ま
す
か
？
◆

　

・ 

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た

　

・ 

藍
住
町
に
転
入
し
た  

　

と
き
は
、
届
出
が
必
要
で
す
の
で
ご
注

　

町
で
は
、
０
歳
〜
中
学
３
年
生
修
了
（
15

歳
に
達
し
た
年
度
末
）
ま
で
の
乳
幼
児
等
に

医
療
費
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
６

月
に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
現
況
届
の
必
要
が
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
者
に
は
新
し
い
受
給
者
証
を
、
７
月

下
旬
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
住
所
、
健

康
保
険
者
証
等
の
変
更
が
あ
っ
た
方
は
、
必

ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
23
年
１
月
２
日
以
降
に
藍
住
町
に
転

入
さ
れ
た
方
や
受
給
者
が
町
外
の
方
は
前
住

所
地
（
平
成
23
年
１
月
１
日
に
住
所
が
あ
っ

た
市
町
村
）
発
行
の
平
成
23
年
度
所
得
課
税

証
明
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
様
で
、
受
給
者

証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
福
祉
課
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

福
祉
課（
☎
６
３
７・
３
１
１
４
）

 

福
祉
課（
☎
６
３
７・
３
１
１
４
）

法音寺の牡丹

人KENまもる君 人KENあゆみちゃん

人権イメージキャラクター

子
ど
も
手
当
は
平
成
23
年
９
月
分
ま
で

引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
の
お
知
ら
せ

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
の
お
知
ら
せ

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

広報あいずみ ■ 4№ 807 



　

平
成
23
年
４
月
１
日

付
け
で
、
田
子
統
子
氏

（
矢
上
）、
惣
田
美
佐
子

氏
（
奥
野
）
が
総
務
大

臣
か
ら
行
政
相
談
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、

国
の
仕
事
や
特
殊
法
人

な
ど
の
仕
事
、
県
や
町

が
国
の
委
任
や
補
助
を

受
け
て
行
っ
て
い
る
仕

事
な
ど
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
を
住
民
の
方
か
ら
お
受
け

し
、
公
平
・
中
立
の
立
場
か
ら
関
係
機
関
に
あ
っ
せ
ん
を

行
い
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
仕
事
の
こ
と
な
ど
で
困
っ
た
と
き
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

住
民
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
２
）

行
政
相
談
委
員
に
田
子
氏
、
惣
田
氏（
再
任
）

田子　統子氏

＜ケーブルテレビ加入助成金＞
　助成金（上限３万円）の申込期限は平成23年６月１日です。交付申請から工事完了まで最低２カ月
程度の期間を要しますので、申請される方はお早めにお願いします。
　＊�助成金の対象は、地上アナログ放送を個別受信アンテナにより受信している世帯(法人、事務所、
別送等の建物と集合住宅は対象外)

 エーアイテレビ（☎６９２・８２２３）　ＮＴＴ西日本（☎０８００・２００・０７２４）
　　デジサポ徳島（☎６０３・０２００）

＜市町村民税非課税世帯への受信支援＞
　支援の申込期限は平成23年７月24日（消印有効）です。簡易チューナーの無償給付（１台）の支援を受けら
れる方は、お早めに地デジチューナー支援実施センターへ申し込みをしてください。

 総務省 地デジチューナー支援実施センター（☎０５７０・０２３７２４）

＜ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への受信支援＞
　支援の申込期限は平成23年７月24日（消印有効）です。ケーブルテレビの加入費（必要最低限の経費）や簡
易チューナーの無償給付（１台）、アンテナ無償工事などの支援を受けられる方はお早めに地デジチューナー支
援実施センターへ申し込みをしてください。

 総務省 地デジチューナー支援実施センター（☎０５７０・０３３８４０）

　ケーブルテレビのアナログ変換放送の実施
　エーアイテレビでは、平成23年７月24日以降、地上デジタル放送のアナログ変換放送を実施します。
　エーアイテレビご加入の方は、従来のアナログテレビのままでも2011年以降も、
地上波放送をご覧になることができます。
　ただし、デジアナ変換放送は2015年３月末日までです。（国の指導）
　＊現在のアナログ放送のすべてのチャンネルではありません。

 エーアイテレビ（☎０１２０・４０・８２２３）

　地デジの準備をお急ぎください
　　　　　　　アナログ放送は、今年７月24日に終了します。

惣田美佐子氏

バラ園では、約270種類の
バラが咲いています。
見ごろは5月下旬までです。
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吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
が
施
工
さ
れ
て

い
る
お
そ
れ
の
あ
る
建
築
物
に
つ
い
て
、
建

築
物
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
民
間
建
築
物
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
事
業

１  

調
査
の
対
象
と
な
る
建
築
物 　

　

①�

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
が
施
工
さ
れ
て

い
る
お
そ
れ
の
あ
る
民
間
の
建
築
物

　

②�

住
宅
の
所
有
者
は
町
税
、
国
民
健
康
保

険
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

２  

助
成
額

　

調
査
費
の
２
／
３
が
助
成
さ
れ
ま
す
が
、

上
限
は
25
万
円
と
な
り
ま
す
。

●
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
事
業
申
込
受
付
期
間
等

　

平
成
24
年
１
月
31
日
（
火
）
ま
で

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

　

た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
。）

　

予
定
戸
数
に
つ
い
て
は
、
予
算
、
国
の
補

助
金
の
状
況
等
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。（
先

着
順
）

◆
申
込
場
所　
総
務
課

※�
申
し
込
み
に
必
要
な
添
付
書
類
や
そ
の

他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
（
☎

６
３
７
・
３
１
１
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
確
認
い
た
だ

け
ま
す
。

 

建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

　
　
　
　
　  

を
し
ま
せ
ん
か

●
耐
震
診
断
事
業

１  

耐
震
診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

　

①�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
も
の

　

②�

在
来
軸
組
工
法
ま
た
は
伝
統
構
法
に
よ

る
木
造
住
宅

　

③�

３
階
建
て
ま
で
の
住
宅
（
現
に
居
住
し

て
い
る
も
の
に
限
る
）

　

④
１
戸
建
て
、
長
屋
建
て
、
共
同
住
宅
等

　

⑤�

住
宅
の
所
有
者
は
町
税
、
国
民
健
康
保

険
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

２  

耐
震
診
断
の
自
己
負
担
金

　

①
１
戸
建
て
住
宅
の
場
合
、
３
、０
０
０
円

　

②�

共
同
住
宅
、長
屋
建
て
住
宅
の
場
合（
２

戸
扱
い
）、
６
、０
０
０
円

　

③�

現
地
調
査
時
に
診
断
員
に
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

３  

今
年
度
予
定
診
断
戸
数 　

　

１
０
０
戸
（
先
着
順
）

●
耐
震
改
修
事
業

１　

耐
震
改
修
の
対
象
と
な
る
木
造
住
宅 

　

①�

町
の
耐
震
診
断
事
業
に
よ
り
診
断
を
受

け
た
住
宅
で
あ
り
、診
断
の
結
果
が「
倒

壊
す
る
可
能
性
が
高
い
」
と
診
断
さ
れ

た
住
宅

　

②�

住
宅
の
所
有
者
は
町
税
、
国
民
健
康
保

険
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

２  

耐
震
改
修
の
自
己
負
担
金

　

工
事
費
（
耐
震
改
修
関
連
工
事
以
外
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
）
の
２
／
３
が
助
成
さ
れ
ま
す

が
、
上
限
は
60
万
円
と
な
り
ま
す
の
で
、
助

成
以
外
の
工
事
費
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

３  

申
込
注
意
事
項

　

①�
耐
震
改
修
の
施
工
は
、
県
が
実
施
す
る

徳
島
県
木
造
住
宅
耐
震
改
修
施
工
者
等

養
成
講
習
会
の
受
講
を
修
了
し
、徳
島
県

に
登
録
し
た
者
で
な
い
と
行
え
ま
せ
ん
。

　

②�

申
込
書
の
他
に
耐
震
改
修
工
事
施
工
者

等
に
作
成
し
て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り

ま
す
。

※�

申
込
書
の
作
成
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
総

務
課
で
説
明
し
ま
す
。

※�

耐
震
改
修
工
事
施
工
者
等
が
決
ま
っ
て
い

る
方
は
、同
伴
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

４  

今
年
度
予
定
改
修
戸
数 　

　

15
戸
（
先
着
順
）

●
診
断
と
改
修
事
業
申
込
受
付
期
間

　

平
成
24
年
１
月
31
日
（
火
）
ま
で

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

　

た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

町
で
は
、耐
震
化
を
進
め
る
た
め
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

少
な
い
個
人
負
担
で
、
お
住
ま
い
の
建
物
の
耐
震
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の

事
業
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
て
耐
震
改
修
を
し
ま
せ
ん
か

   

４
月
14
日
に
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
次

の
方
々
が
、
体
育
指
導
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
25
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。     （
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
　

氏　
　
　

名　
　
　

 

住 

所      

　

北　

島　
　
　

孝　
　

住　

吉          

　

谷　

野　

桂
一
郎　
　

矢　

上     

　

鍋　

島　

龍　

夫　
　

勝　

瑞     

　

今　

村　

恵　

子　
　

奥　

野     

　

井　

上　
　
　

武　
　

乙　

瀬      

　

野　

上　

康　

子　
　

東
中
富     

　

野　

田　
　
　

誠　
　

奥　

野     

　

筒　

井　

由
美
子　
　

奥　

野     

　

白　

川　

純　

司　
　

富　

吉     

　

住　

田　

瑞　

子　
　

住　

吉     

　

竹　

内　
　
　

進　
　

勝　

瑞 

　

星　

元　

郁　

美　
　

矢　

上  

　

楠　

本　
　
　

忍　
　

矢　

上  

　

坂　

東　

秀　

宣　
　

奥　

野  

　

阿　

部　

光　

宏　
　

徳　

命 

　

香　

川　

和　

也　
　

勝　

瑞  

　

三　

浦　

み
ど
り　
　

徳　

命  

　

西　

浦　

美
代
子　
　

住　

吉  

　

山　

田　

基　

子　
　

勝　

瑞  

　

松　

田　

清　

誉　
　

奥　

野

新
し
い
体
育
指
導
委
員
を

紹
介
し
ま
す
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「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を
‼

戸
別
所
得
補
償
制
度
が
４
月
か
ら「
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
事
業
」か
ら

「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」と
名
前
も
変
わ
り
本
格
実
施
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
手
続
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？
　

種別 種別の変わる事由 変更後の
種　別 必要な届出 届出先

第1号

就職して厚生年金か共済
組合に加入した 第2号 資格喪失届 事業所

会社員と結婚して被扶養
配偶者になった 第3号 種別変更届 事業所

夫が就職して、被扶養配
偶者になった 第3号 種別変更届 事業所

第2号

転職して自営業になった 第1号 資格取得届 役　場
会社を退職して自営業者
の妻になった 第1号 資格取得届 役　場

会社を退職して会社員の
被扶養配偶者になった 第3号 資格取得届 事業所

第3号

夫が会社を退職した 第1号 種別変更届 役　場
会社員の夫と離婚した 第1号 種別変更届 役　場
収入が増え、被扶養配偶
者でなくなった 第1号 種別変更届 役　場

夫が亡くなった 第1号 種別変更届 役　場
会社に就職して被扶養配
偶者でなくなった 第2号 資格取得届 事業所

夫が転職し、厚生年金か
ら共済組合または共済組
合から厚生年金に変わっ
た

第3号 種別変更届 事業所

未加入

会社などに勤めていない
人 第1号 資格取得届 役　場

20 歳未満で就職し、厚
生年金か共済組合に加入
した

第2号 届出不要 －

※妻が会社員などで、夫がその被扶養配偶者のときは「妻」と「夫」
　を読み替えてください。

  

い
ろ
い
ろ
と
、変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
！

◆
産
地
育
成
加
算
作
物

　
　
　
　
　
（
各
市
町
村
４
品
目
ま
で
選
定
）

　

町
の
４
品
目
は
白
う
り
・
ね
ぎ
・
こ
ま
つ

な
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

　

Ｈ
23
年
度
の
野
菜
の
交
付
金
の
金
額
は

９
、０
０
０
円
／
10
ａ
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

４
品
目
に
つ
い
て
町
で
は
５
、
０
０
０
円
／

10
ａ
加
算
（
９
、０
０
０
円
＋
５
、０
０
０
円

＝
１
４
、０
０
０
円
に
な
り
ま
す
）さ
れ
ま
す
。

◆
毎
年
行
っ
て
い
る
転
作
の
確
認
に
つ
い
て

　

確
認
札
を
毎
年
配
付
し
て
７
月
中
旬
位
に

立
て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か

ら
確
認
札
な
し
に
水
田
協
議
会
が
確
認
に
行

き
ま
す
。（
確
認
札
は
配
付
し
ま
せ
ん
が
確

認
期
間
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

  

気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
！

◆
営
農
計
画
書
は
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

営
農
計
画
書
は
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
交

付
申
請
を
予
定
し
て
い
な
く
て
も
内
容
を
充

分
確
認
の
上
、押
印
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
販
売
伝
票
の
提
出

　

野
菜
を
作
付
け
る
場
合
、
Ｈ
22
年
度
は
作

業
日
誌
の
提
出
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
Ｈ

23
年
度
よ
り
販
売
伝
票
（
営
農
計
画
書
に

載
っ
て
い
る
人
の
名
前
の
分
）
を
提
出
し
な

け
れ
ば
、
承
認
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ヤ
ミ
で

貸
し
借
り
し
て
い
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
利

用
権
設
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

建
設
産
業
課

　
　
　
　
（
☎
6
３
７
・
３
１
２
０　

　
　
　
　
　
℻
６
３
７
・
３
１
５
２
） 　

　

森
林
の
樹
木
の
緑
は
、
人
の
心
に
や
す

ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
と
と
も
に
生
活
用

水
の
確
保
・
空
気
の
浄
化
・
環
境
保
全
等

人
間
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
確
保
し

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
緑
の
募
金
」（
春
３
月
１
日
〜

５
月
31
日
）
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

み
ど
り
豊
か
な
う
る
お
い
の
あ
る
生
活

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
緑
の
募
金
に
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
町
内
募
金
箱
設
置
場
所

役
場
（
１
階
総
合
案
内
・
住
民
課
・
建
設

産
業
課
）
図
書
館　
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

藍
翠
苑　
Ｊ
Ａ
板
野
郡
（
藍
園
支
所
・
住

吉
支
所
）　

社
会
福
祉
協
議
会　
商
工
会

 

建
設
産
業
課
内
と
く
し
ま

　
　

森
と
み
ど
り
の
会
藍
住
支
部

　
　
　
　
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
０
）

　

就
職
や
退
職
、
結
婚
な
ど
で
加
入
者
の
種

別
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
手
続

き
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
届
出
を
し
な

か
っ
た
た
め
に
、
将
来
の
年
金
額
等
に
影
響

が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
必
要
な
手
続

は
早
急
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

■�

国
民
年
金
の
加
入
者
は
3
つ
の
種
別
で
分

け
ら
れ
ま
す
。

　

�

●�

第
1
号
被
保
険
者
・
・
・
自
営
業
、
学

生
な
ど
（
第
2
号
、
第
3
号
被
保
険
者

以
外
の
方
）

　

�

●�

第
2
号
被
保
険
者
・
・
・
会
社
員
な
ど

の
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
等
の
加

入
者

　

�

●�

第
3
号
被
保
険
者
・・・
会
社
員
な
ど（
第

2
号
被
保
険
者
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者

■�

種
別
が
変
わ
る
と
き
に
は
届
出
が
必
要
で

す
。

 

徳
島
北
年
金
事
務
所
（
☎
６
５
５
・
０

２
０
０
）  

住
民
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
３
）
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日　
時　
６
月
２
日（
木
）
午
後
７
時
〜
９
時

　
　
　
　
　
　
（
講
演
会
は
７
時
30
分
か
ら
）

場　
所　
町
民
シ
ア
タ
ー
（
役
場
４
階
）

演　
題　

　
「
阿
波
の
で
こ
ま
わ
し
が
見
つ
め
た
景
色
」

　
　

〜
伝
統
民
俗
芸
能
と
市
民
の
人
権
〜

講　
師　
辻
本　

一
英
さ
ん

　

芝
原
生
活
文
化
研
究
所
代
表
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

　

人
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
と
く
し
ま
理
事
長

実　
演　

　

阿
波
木
偶
箱
廻
し
を
復
活
す
る
会

　
　
　
　

中　

内　

正　

子 

さ
ん　

　
　
　
　

南　
　
　

公　

代 

さ
ん　

　
　
　
　

辻　

本　

絵　

蘭 

さ
ん

 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

阿
波
木
偶
「
箱
廻
し
」
と
は

　

徳
島
の
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
は
、
幕
末
か
ら

明
治
期
に
全
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。
箱
廻
し

は
、
町
な
か
の
芝
居
小
屋
や
農
村
舞
台
で
演

じ
ら
れ
た
「
絵
本
太
功
記
」
や
「
傾
城
阿
波

鳴
門
」
な
ど
の
人
気
外
題
を
、
路
傍
で
演
じ

た
道
の
芸
で
す
。
ふ
た
つ
の
木
箱
に
数
体
の

木
偶
を
入
れ
、
天
秤
棒
で
担
ぎ
移
動
し
て
稼

ぎ
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
徳
島
か
ら
全
国
各
地

に
阿
波
淡
路
系
の
人
形
文
化
を
運
び
、
各
地

に
根
付
い
た
人
形
芝
居
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
イ
ー
ル

　

辻
本
一
英
さ
ん
は
、
１
９
９
８
年
に

芝
原
生
活
文
化
研
究
所
を
設
立
。
徳
島

県
内
の
被
差
別
部
落
に
お
け
る
生
産
と

労
働
を
中
心
と
し
た
生
活
文
化
の
調
査

研
究
に
と
り
組
み
、
阿
波
木
偶
箱
廻
し

を
復
活
す
る
会
を
組
織
し
て
、「
三
番

叟
ま
わ
し
」「
箱
廻
し
」「
え
び
す
ま
わ

し
」「
大
黒
ま
わ
し
」
等
の
無
形
民
俗

文
化
財
の
伝
承
や
復
活
を
手
掛
け
て
い

ま
す
。

藍
住
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
総
会
・
講
演
会

小
川
哲
央
主
任（
総
務
課
）

　

私
は
、４
月
22
日
か
ら

５
月
１
日
ま
で
関
西
広

域
連
合
宮
城
チ
ー
ム
第

６
次
派
遣
隊
の一
員
と
し
て
、宮
城
県
石
巻
市

で
支
援
業
務
を
行
って
き
ま
し
た
。

　

現
地
到
着
後
、石
巻
市
役
所
か
ら
車
で
街

を
走
り
ま
し
た
。走
行
は
可
能
な
も
の
の
、道

路
は
地
盤
沈
下
に
よ
り
ガ
タ
ガ
タ
で一部
、冠
水

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。し
ば
ら
く

走
る
と
状
況
は一変
し
、テ
レ
ビ
で
何
度
も
見
た

こ
と
の
あ
る
光
景
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま

し
た
。ひ
っ
く
り
返
っ
た
車
、基
礎
や
骨
組
み
し

か
残
って
い
な
い
家
、瓦
れ
き
の
山
、た
だ「
あ・・・

あ・・・」と
い
う
だ
け
で
言
葉
に
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。途
中
、桜
が
満
開
の
日
和
山
に
立
ち
寄

り
ま
し
た
。現
地
で
は
丁
度
桜
が
見
頃
の
時
期

で
、そ
れ
が
眼
下
に
見
え
る
瓦
れ
き
の
街
並
み

と
対
照
的
で
、な
ん
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
に

な
っ
た
の
を
思
い
返
し
ま
す
。

　

現
地
で
は
、他
の
自
治
体
職
員
、自
衛
隊
、消

防
、警
察
、医
療
関
係
者
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、多

く
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
支
援・救
援

業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。私
の
主
な
業
務

は
、支
援
物
資
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
石
巻
総

合
運
動
公
園
に
お
い
て
、避
難
所
へ
の
灯
油
の

搬
出
準
備
や
支
援
車
両
への
給
油
、支
援
物
資

の
搬
送
等
で
、業
務
中
に
は
被
災
者
の
方
か
ら

「
徳
島
⁉
遠
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う
！
」と
声

を
か
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
も
あ
り
、た
だ
た
だ

少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
な
ら
と
い
う
思
い
で

業
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

今
回
、短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、本

当
に
行
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。復
興

に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、営
業
を
再
開
す
る
店
も
あ
り
少
し
ず

つ
で
す
が
復
旧・回
復
し
て
き
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。大
切
な
こ
と
は
、支
援
を
継
続
す
る

こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。一日
も
早

い
復
興
を
祈
っ

て
い
ま
す
。そ

し
て「
い
つ
の
日

か
復
興
し
た
石

巻
を
、桜
満
開

の
日
和
山
を
再

び
訪
ね
て
み
た

い
」と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

穏
や
か
な
人
々
の
生
活
を
奪
っ
た
、
あ
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
、
２
か
月
以
上
が

経
ち
ま
し
た
。現
地
で
は
、今
も
避
難
所
で
暮
ら
す
人
々
、行
方
不
明
の
人
々
が
大
勢
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
全
国
か
ら
熱
い
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
、
現
地

で
直
接
支
援
作
業
に
従
事
す
る
た
め
、
随
時
、
職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

本
町
職
員
が
見
た
現
地
の
状
況
と
感
想
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

被
災
地
支
援

石
巻
市
を
見
下
ろ
す
。奥
に
見
え

る
の
が
、石
巻
港
と
日
和
大
橋
。

 被災地ルポ

１
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阿阿
　
波
武
士
の
　

活
躍
支
え
た
　

         

　
堺
商
人

う
　
ず
も
れ
た
　

文
化
を
語
る
　

　
　
　
　
館
　
跡

阿延
　
々
と
　

水
を
た
た
え
る
　

　
　
　
　
吉
野
川

井
　
隈
は
　

わ
が
ふ
る
さ
と
の
　

　
　
名
の
は
じ
め

阿お
　
遍
路
を
　

安
心
さ
せ
た
　

　
　
　
道
し
る
べ

あ

わ  

ぶ   
し

か
つ
や
く
さ
さ

さ
か
い
し
ょ
う
に
ん

い
の

く
まな

ぶ
ん 

か

 

や
か
た
　 あ
と

 

え
ん

 

え
ん

 

み
ず

 

よ
し
の
が
わ

 

へ
ん 

ろ

あ
ん
し
ん

み
ち

藍
住
歴
史
か
る
た
が

で
き
ま
し
た 

  

こ
の
た
び
、
町
の
歴
史
や
文
化
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
藍
住
歴
史
か
る
た
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

藍
住
歴
史
か
る
た
は
教
育
委
員
会
で

１
、５
０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。　

　
　

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　

　

概
要
を
毎
月
広
報
で
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
今
月
は
あ
行
で
す
。　
　

 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

東 日 本 大 震 災 義 援 金 の 受 付
　被災者の方々を支援するため、災害義援金を募集しています。
　皆さんから寄せられました義援金は、日本赤十字社を通じて、被災地の復興支援に
役立てられます。町民の皆さんのご協力をお願いします。
◆義援金箱設置場所
　藍住町役場・町社会福祉協議会・町立図書館 
　＊領収証の必要な方は、銀行等の口座受付で募金をお願いします。
◆義援金受入口座

 　＊各行窓口（本支店間）での振込手数料は無料です。（ＡＴＭ等での振込は有料となります）
 総務課（☎637・3111）　社会福祉協議会（☎692・9951）

金融機関 支店名 口座番号 名　義　等
阿 波 銀 行 鮎 喰 支 店 普通　0223116 日本赤十字社徳島県支部

支部長　飯泉　嘉門徳 島 銀 行 加茂名支店 普通　8537984
ゆうちょ銀行 郵便振替　00140-8-507 日本赤十字社　東北関東大震災義援金

▼吉
よし

野
の

川
がわ

は、幹
かんせんりゅうろえんちょう

川流路延長194㎞、流
りゅういきめんせき

域面積3,750㎢
で四国全体の20％にあたる広さを占

し

めた大
たい

河
が

で、古く
から暴

あば

れ川として数多くの被
ひ

害
がい

をもたらすと同時に、
多大な恩

おん

恵
けい

をもたらしてきました。

▲藍住町は井
い

戸
ど

寺
じ

から霊
りょうぜんじ

山寺、あるいはその逆
ぎゃく

コースをとった
遍
へん

路
ろ

の通り道でした。そのため、町内には「左　霊
りょうぜんじ

山寺」、「右　井
い

戸
ど

寺
じ

」と刻
きざ

まれた道
みちしるべ

標が多く見られます。

◀勝瑞は室
むろ

町
まち

時
じ

代
だい

、阿
あ

波
わ

の政
せい

治
じ

・経
けい

済
ざい

・文化の中心地として栄えまし
た。当時を物語る遺

い

跡
せき

は地下に脈々
と息づいており、発

はっくつちょうさ

掘調査によって
その全

ぜん

容
よう

が徐
じょ

々
じょ

に見えてきています。

▲藍住町の奥野、笠木、住吉、徳命、
勝瑞などは平安時代には井

いのくまのごう

隈郷とい
う荘

しょうえん

園の一部でした。藍住町役場付
近にある猪熊の地名は、荘

しょうえん

園の名の
名
な

残
ごり

であるといわれています。

▲三好氏は、堺
さかい

に「海
かいせんまんどころ

船政所」
と呼

よ

ばれる屋
や

敷
しき

を構
かま

え、堺
さかい

の
豪
ごうしょう

商や寺院の多くと関
かか

わりを
持っていました。三好氏にとっ
て堺

さかい

は軍事・経
けい

済
ざい

・文化の拠
きょ

点
てん

だったのです。

か
る
た
紹
介

藍
住
歴
史

NO.1
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　国土交通省では、迅速なリコールの実施やリコール隠し等の防止のため「自動車不具合情報ホットライン」
を通じて、皆さんのお車に発生した不具合情報を収集しています。お車に不具合が発生した際には、情報を
お寄せください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○フリーダイヤル（ 0120・744・960）平日・日中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　○自動音声（☎03・3580・4434）年中無休・24時間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　○ホームページ受付　www.mlit.go.jp/RJ/　　　

自動車の不具合情報をお寄せください

　町では、平成20年度から国土交通省の事業採択を受け、「社会資本整備総合交付金（旧まちづくり交付金）」を活
用して、「だれもがいきいきと暮らせる町づくり」を目指して、近年の宅地開発や大規模小売店舗の進出などに伴う
問題を解決するための道路整備や排水路整備、健康増進のための公園整備に取り組んできました。
  この度、事後評価を終え、本地区の事後評価として取りまとめたので公表します。
○社会資本整備総合交付金とは
　社会資本整備総合交付金とは、活力創出、水の安全・安心、市街地整備、地域住宅支援などの政策目的を実現する
ため、地方公共団体が作成した社会資本整備総合整備計画に基づき、目標実現のための基幹的な社会資本整備事業の
ほか、関連する社会資本整備やソフト事業を総合的・一体的に支援し、地方公共団体にとって自由度が高く、創意工
夫を生かせる総合的な交付金として創設されたものです。
○事後評価
  「社会資本整備総合交付金」事業では、事業実施前の計画段階で目標となる数値指標を設定し、最終年度に事後評
価を行い、達成状況の確認、今後のまちづくり構想の設定を行うことになっています。これらの評価結果を今後のま
ちづくりに活かすことで、交付金事業の効果の持続や次のまちづくりへの展開を図ります。
○事後評価公表方法
　建設産業課窓口と町ＨＰで公表
○公表期間　5月16日（月）〜平成24年３月30日（金）

 建設産業課（☎637・3122　ＦＡＸ637・3152）

※社会資本総合交付金「事後評価」に関する詳細な資料は、町ホームページに掲載して
　います。
　　町ホームページ　http://www.town.aizumi.tokushima.jp/
※ホームページをご利用されない方は、建設産業課に同様の資料を準備しています。

社会資本整備総合交付金　都市再生整備計画（藍住地区）
 〜 事後評価の公表 〜

　春の全国交通安全運動が、５月11日(水）から20日(金）までの10日間、
実施されています。運動の重点は次のとおりです。
（運動の重点）
●全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用　●自転車の安全利用の推進
●飲酒運転の根絶　●夜間の交通事故防止
　また、春の全国交通安全運動にあわせて、板野交通安全協会藍住分会様から幼稚園児、小学一年生、中学一年生全
員に交通安全用品の贈呈がありました。園児には交通安全のワークブックを、小学一年生には交通安全の定規を、中
学一年生には自転車に取り付ける反射板をいただきました。ありがとうございました。
　交通ルールを守り、事故の無い町、安心して暮らせる町づくりを目指しましょう。皆さんのご協力をお願いします。

春の全国交通安全運動実施中
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生きること ●藍住町スローガン●

守れ人権　許すな差別

　東日本大震災について、世界の人々が心配し、世界中から援助の手が差しのべられています。みんなが一
日も早い復興を願っています。また、原子力発電所の事故については、全世界の人々が心配し、協力して処
理に当たっています。この広報が掲載されるときには、どう状況が変わって
いるかもしれません。
　しかし、この大震災で数え切れないほどの尊い生命が失われたことには変
わりはありません。それが人為的災害であれ自然災害であれ人間が幸せに生
きるという権利を奪いさる最大の人権侵害だといえます。

「万人は一人のために」
　よく「万人は一人のために」と言われます。今回の大震災に対してもあらゆるところで寄付金や物品が寄
せられ、災害に遭われた方々に送られています。さまざまな立場の人々が、自分のやれる範囲で自分の出来
ることをやっています。誰かが「金のある人は金を出そう。物がある人は物を出そう。知恵のある人は知恵
を出そう。そして何も出せない人は元気を出そう」と言っています。まさに「日本国中の人々が、震災に遭
われた人のために自分のやれることをする」というのは「一人の人権侵害もみんなで解決する」という人権
の考えと共通すると思います。

被災者の思いをしっかりと
　この災害に関して外国のマスメディアから日本人の冷静で秩序ある行動が賞賛されています。
　しかし、一方で故意にデタラメの情報を流したり、欺したり、盗み等する人のニュースも伝わっています。
一部の人間であれ被災された人々の災難を悪用する人がいることは大変残念なことであるし、悲しいことで
す。また、総理大臣が原発事故現場へ行った折、総理大臣への被爆の危険性を考えて初期対応が遅れたとい
う報道がされました。危険の中作業を続けている方々の命も住民の命も大臣の命もその重さは同じハズです。
再度、「人権」という視点からこのことを考えることも必要ではないでしょうか。

みんな共に生きよう
　「万人は一人のために」の言葉のように今、私たち一人一人が出来ることをすることは被災された人々の人
権を守ることでもあるし、私を含めた全ての人々の幸せを守ることにつながっていくことでもあるのではない
でしょうか。
　今私たちに出来ることは私たちの周りにあります。お互いが知恵を出し合い、共に生きていく力が必要です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差別問題を考える藍住の会　さかもと　えいじ

北小学校児童作品

大丈夫　いつも周りに　仲間がいるから　　　６年　亀　谷　桃　佳
広げよう　思いやりの輪　自分から　　　　　６年　葊　田　菜　々
私たち　小さな地球　家族だよ　　　　　　　６年　片　山　月　菜
自分の手で　差別の根を　つみ取ろう　　　　６年　橘　　　柊　征
友達と　優しい心で　付き合おう　　　　　　６年　佐　藤　優　莉
その一言は　人の心を　左右する　　　　　　６年　東　　　彩　未

人権標語

石巻市内
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健
康
料
理
教
室
の
ご
案
内

〜
今
か
ら
始
め
る 

生
活
習
慣
病
予
防
〜

　
夜
間
開
催
の
健
康
づ
く
り
教
室
で
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
時　
　

５
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

場　
所　
　

福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
　

�

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
ミ

ニ
講
座
、
調
理
実
習
と
試
食

講　
師　
　

医
師
・
管
理
栄
養
士
・
保
健
師

準
備
物　
　

�

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ
き

タ
オ
ル

定　
員　
　

25
人

参
加
費　
　

５
０
０
円

申
込
期
限　
５
月
20
日
（
金
）

 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

募
　
　
　
集

○ホームゲームご案内
　５月28日（土）13：00～
　　ＶＳ　栃木ＳＣ
　６月12日（日）16：00～
　　ＶＳ　ファジアーノ岡山
○試合会場
　ポカリスエットスタジアム

　

今
年
も
「
藍
住
町
民
デ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
民
デ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

開
催
日　
　

７
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
　

�

午
後
６
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

　
　
　
　
　
（
午
後
４
時
30
分
開
場
）

場　
所　
　

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

　
　
　
　
　

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

内　
容　
　

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス　

　
　
　
　
　
　

対　

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

募
集
内
容　

●
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
出
演
者
募
集

・�

試
合
前
の
会
場
外
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
踊

り
・
ダ
ン
ス
・
演
奏
等
を
披
露
す
る
出
演

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
景
品
の
提
供
者
募
集

・�

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
観
戦
者
を
対
象
と
し
た

抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
抽
選
会
に

使
用
す
る
景
品
を
募
集
し
ま
す
。
提
供
者

は
氏
名
（
社
名
）
と
景
品
名
が
電
光
掲
示

板
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法

　

参
加
す
る
内
容
と
人
数
、
代
表
者
の
連
絡

先
、
景
品
名
と
提
供
者
氏
名
（
社
名
）
等
を

企
画
政
策
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
５
月
31
日
（
火
）
締
切
り
）

＊�

参
加
希
望
が
多
数
の
場
合
は
、
内
容
等
を

確
認
の
上
、
事
務
局
で
決
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

＊
現
地
へ
は
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊�

出
演
料
等
は
出
ま
せ
ん
。
参
加
に
か
か
る

費
用
は
、
各
自
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

＊�

参
加
者
に
当
日
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
（
ホ
ー

ム
自
由
席
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

 

企
画
政
策
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
４
）

藍
住
町
民
デ
ー
参
加
者
募
集
‼ 

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
中
止
さ
れ
て
い

た
Ｊ
リ
ー
グ
の
試
合
が
再
開
さ
れ
、
４
月
30

日
が
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
初
日
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
強
い
風
が
吹
い
て
い
ま
し
た
が
、

４
千
人
余
り
の
熱
心
な
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
が

観
戦
に
訪
れ
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に
大
き
な
歓

声
が
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。
試
合
は
、 

一
進
一

退
の
攻
防
が
続
く
好
ゲ
ー
ム
で
、 

緊
張
し
た

試
合
展
開
と
な
り
ま
し
た
が
、
徳
島
ヴ
ォ
ル

テ
ィ
ス
が
後
半
に
得
点
し
た
１
点
を
守
り
抜

き
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
千
葉
に
勝
利
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
本
町
の
特
産
品
で
あ
る
洋

人
参
を
Ｊ
Ａ
板
野
郡
藍
園
支
所
人
参
部
会
の

皆
さ
ん
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
ス
タ
ジ

ア
ム
を
訪
れ
た
３
０
０
人
に
無
料
で
配
布
し

ま
し
た
。
洋
人
参

は
好
評
で
、
配
布

前
か
ら
長
蛇
の
列

が
で
き
、
も
ら
っ

た
人
は
「
お
い
し

そ
う
」
と
う
れ
し

そ
う
に
持
ち
帰
り

ま
し
た
。

　

人
参
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
Ｊ
Ａ

板
野
郡
藍
園
支
所
人
参
部
会
の
皆
さ
ん
に
は

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
鮮
で
お
い
し
い

      

人
参
を
配
布
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ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＆

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会  

 〝
の
び
の
び
伸
ば
し
て
ス
ト
レ
ス
解
消
♪
〟

日　
時　
　

５
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場　
所　
　

体
育
セ
ン
タ
ー

内　
容　
　

�

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
囲
碁
ボ
ー

ル
、フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

参
加
費　
　

無
料

　

体
力
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
運
動
を
始
め

よ
う
と
す
る
方
も
ま
ず
は
こ
こ
か
ら
。

日　
時　
　

�

６
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場　
所　
　

体
育
セ
ン
タ
ー　

準
備
物　
　

上
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※�

当
日
、
問
診
等
が
あ
り
ま
す
の
で
10
分
程

早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

２
０
１
０
春
の
軽
登
山

「
六
甲
山
」

体
力
年
齢
は
何
歳
で
し
ょ
う
か
？

藍
住
歩
こ
う
会

「
名
田
の
渡
し
を
訪
ね
て
」

　

懐
か
し
い
名
田
の
渡
し
跡
を
訪
ね
ま
す
。

昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
約
8
ｋ
ｍ
。

日　
時　
　

�

５
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
45
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　

10
時
出
発

集
合
場
所　
緑
の
広
場
管
理
棟
前

参
加
費　
　

�

３
０
０
円
（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

　

５
３
８
ｍ
の
頂

で
初
夏
の
日
差
し

を
感
じ
て
み
ま
し

ょ
う
。

日　
時　
　

　
５
月
21
日（
土
）

　
午
前
10
時
集
合

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　
　

５
０
０
円
（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※�

集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

集
合
時
間
の
30
分
前
に
体
育
セ
ン
タ
ー
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

　
大
麻
山
登
山
教
室

鳴
門
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
７
月

入
校
の
訓
練
生
を
募
集

訓
練
科　
　

事
務
科

訓
練
期
間　
７
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
10
月
７
日
（
金
）

場　
所　
　

龍
昇
経
理
情
報
専
門
学
校

受
講
料　
　

無
料
（
教
材
費
等
別
）

対　

�

象　
　

離
転
職
者
で
、
公
共
職
業
安
定

所
か
ら
受
講
指
示
ま
た
は
受
講
推
薦
を

受
け
た
人

　
　
（
学
歴
・
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

申　
込　
　

�

５
月
13
日（
金
）〜
６
月
９
日（
木
）

ま
で
に
鳴
門
職
業
安
定
所
へ

 

鳴
門
職
業
安
定
所

　
　
　
　
（
☎
６
８
５
・
２
２
７
０
〜
２
）

囲碁ボールを楽しむ参加者

前
期
パ
ソ
コ
ン
教
室
開
講

受
講
期
間   �

６
月
〜
７
月（
各
講
座
、全
８
回
）

受
講
資
格   �

町
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者
で

20
歳
以
上
の
方（
学
生
を
除
く
）

申
込
期
間  � �

５
月
15
日（
日
）〜
21
日（
土
）午

前
９
時
〜
午
後
５
時

☆� 

各
講
座
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
初

め
て
の
方
を
優
先
し
て
抽
選
を
行
い
ま

す
。
当
選
者
の
方
に
は
、５
月
31
日（
火
）

ま
で
に
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

☆�

応
募
者
が
少
な
い
講
座
は
、
開
講
し
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

☆�

各
講
座
の
受
講
料
は
、２
か
月
分
と
な
り
、

材
料
費
等
（
テ
キ
ス
ト
代
）
が
別
途
に
必

要
と
な
り
ま
す
。

☆�

受
講
日
・
受
講
時
間
は
、
都
合
に
よ
り
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
６
３
７
・
３
１
３
０
）
火
曜
日
休
館

講座名 曜　日 時　間 定員 受講料 準備物 場　所

基礎講座
（昼） 毎週水曜日 午後1時30分

　　　〜 3時 10人 5,000円 筆記用具
テキスト

町民情報
プラザ

基礎講座
（夜） 毎週水曜日 午後7時30分

　　　〜 9時 10人 5,000円 筆記用具
テキスト

町民情報
プラザ

ワード・エク
セル講座（昼） 毎週金曜日 午後1時30分

　　　〜 3時 10人 5,000円 筆記用具
テキスト

町民情報
プラザ

ワード・エク
セル講座（夜） 毎週金曜日 午後7時30分

　　　〜 9時 10人 5,000円 筆記用具
テキスト

町民情報
プラザ

　

小
さ
い
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
ど
な

た
で
も
気
軽
に
楽
し
め

ま
す
。

※�

小
学
生
以
下
は
保
護

　

者
同
伴

主　
催　
　

町
体
育
指

　
　
　
　
　

導
委
員
会

　
　
　
　
　

町
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　

 

教
育
委
員
会
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）
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★
お
は
な
し
会

　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
か
ら

 

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

　

５
月
25
日
（
水
）　

６
月
８
日
（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

 

★
井
隅
読
書
会

　

毎
月
第
１
木
曜
日

　

６
月
２
日　

午
前
10
時
か
ら

　
〈
６
月
の
課
題
図
書
〉

　
　

�「
絆
」　　
　

藤
原　

て
い

 

★
廃
棄
雑
誌
の
提
供

　

図
書
館
で
保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
を
、

無
料
で
希
望
者
に
提
供
し
ま
す
。

   
期
間　

５
月
21
日（
土
）〜
６
月
５
日（
日
）

   
場
所　

図
書
館 

　
休
館
日

・
毎
週
月
曜
日

・
図
書
整
理
日　

５
月
19
日
（
木
）

 

図
書
館
（
☎
６
９
２
・
０
０
７
０
）

図
書
館
の
行
事

藍
の
館
イ
ベ
ン
ト

   

中
原　
博　
展

　

６
号
、
８
号
、
10
号
の
油
絵
、
似
顔
絵
約

50
点
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

丹
精
込
め
た
色
彩
と
、
個
性
を
活
か
し
た

作
品
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

と　
き　
５
月
30
日
（
月
）
ま
で

と
こ
ろ　
藍
の
館　

展
示
室 

　
「
藍
と
舞
」コ
ラ
ボ
展　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

藍
の
家
具　
開
催
中

　

徳
島
伝
統
産
業
で
あ
る
阿
波
藍
と
、
か
つ

て
の
日
本
三
大
産
地
で
あ
っ
た
徳
島
の
木
工
、

二
つ
の
異
業
種
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
生
ま
れ
た
新
感
覚
の
家
具
、
未
来
形
藍

の
家
具
の
展
示
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ　
藍
の
館　

西
寝
床

主　
催　

�

舞
工
房
（
☎
０
９
０
・
４
３
３
０
・

７
１
６
９　

担
当　

多
田
）

第
1
日
曜
日　

琵
琶
演
奏
体
験

第
1
月
曜
日　

ぞ
め
き
演
奏

第
２
日
曜
日　

尺
八
演
奏

第
３
日
曜
日　

琴
演
奏
体
験
学
習

第
４
日
曜
日　

梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

＊�

各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
ぞ
め
き
演
奏
の
み
午
後
２
時
ま
で
）

　
藍
の
館
（
☎
６
９
２
・
６
３
１
７
）

　

借
金
を
抱
え
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の
た

め
の
「
相
談
窓
口
」
で
す
。

　

多
重
債
務
問
題
は
必
ず
解
決
す
る
問
題
で

す
。
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

必
要
に
応
じ
て
、弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど

の
法
律
専
門
家
に
引
継
ぎ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
方
法　

�

ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。
相
談

費
用
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

連
絡
先　
　

�

電
話
０
８
７
・
８
３
１
・
２
１
５
５

　
　
　
　
　

℻

０
８
７
・
８
６
２
・
８
７
８
０

　
　
　
　
　

�

四
国
財
務
局　

財
務
広
報
相
談

官　

多
重
債
務
相
談
員

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
に

催
し
物
・
そ
の
他

第
14
回
あ
い
ず
み

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

テ
ー
マ

　
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！
楽
し
く
あ
そ
ぼ
う
！

日　
時   　
５
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場　
所　
　

み
ど
り
の
広
場
周
辺

　
　
　
　
　
（
雨
天
時
：
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

内　
容　
　

　

★
オ
ー
プ
ニン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
）

　

☆
防
災
コ
ー
ナ
ー　

☆
水
遊
び
コ
ー
ナ
ー

　

☆
昔
遊
び
コ
ー
ナ
ー　

☆
製
作
コ
ー
ナ
ー

　

☆
木
の
お
も
ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー

　

☆
し
ゃ
ぼ
ん
玉
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー　

　

☆
木
か
げ
で
お
話
し
コ
ー
ナ
ー

　

☆
展
示
コ
ー
ナ
ー　
　
　

　

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

※�

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
を
募
集
し
ま

す
。（
電
話
申
込
要
・
雨
天
時
中
止
）

　

手
作
り
品
と
リ
サ
イ
ク
ル
品
に
限
り
ま
す
。

　

・
出
店
料　
　

１
ブ
ー
ス

　
　
（
駐
車
場
車
１
台
分
）
５
０
０
円

　

・
出
店
料
納
入
後
、
場
所

　
　

は
く
じ
で
決
め
る　
　
　

　

 

（
当
日
午
前
９
時
か
ら
）

主　
催　
　

�

藍
住
子
育
て
環
境

               

づ
く
り

　
　
　
　
　
「
あ
い
っ
こ
」

 

教
育
委
員
会
内
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
と
じ
」

　
　
　
　
　
　
　

 

（
☎
６
９
４
・
６
６
０
６
）

・「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」（
☎
６
８
５
・
５
５
２
４
）

・
保
健
セ
ン
タ
ー  （
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

○
精
神
障
害
者
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
み
れ
・
あ

　

い
ず
み
作
業
所
」（
☎
６
９
３
・
０
０
３
２
）

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

相
　
　
　
談

受
付
時
間　

�

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
・
12
月

29
日
〜
１
月
３
日
除
く
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午　

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時
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いきいきサロンのご案内

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です

あいずみ俳壇

新
緑
の
奧
よ
り
漏
れ
来
三
味
の
音　
　
　
　
　

安
芸　

節
子

搔
き
散
ら
す
啓
蟄
の
鶏
放
し
飼
い　
　
　
　
　

山
本　

義
子

堰
の
音
途
絶
え
て
久
し
猫
柳　
　
　
　
　
　
　

一
宮
チ
エ
子

葉
桜
の
木
洩
れ
日
揺
れ
る
岸
の
舟　
　
　
　
　

楠
野　

智
子

渡
り
吹
く
風
心
地
よ
し
初
夏
の
土
手　
　
　
　

小
原　

一
光

堰
下
に
雑
魚
の
群
れ
き
て
夏
初
め　
　
　
　
　

宮
本
ヨ
シ
子

持
ち
歩
く
上
着
の
邪
魔
な
薄
暑
か
な　
　
　
　

佐
藤　

幸
子

満
開
の
桜
に
無
情
夜
半
の
雨　
　
　
　
　
　
　

秋
月　

秀
月

蝶
々
や
遊
び
居
る
子
の
仲
間
入
り　
　
　
　
　

住
吉　
　

啓

古
茶
の
筒
振
り
て
残
り
を
確
か
め
る　
　
　
　

佐
藤　

一
子

加
章

背
伸
び
し
て
猫
欠
伸
し
て
日
も
長
閑　
　
　
　

紫　

水

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康
チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各
地域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）を行っています。

 社 会 福 祉 協 議 会（☎692・9951）
　　 地域包括支援センター（☎637・3175）

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

５月16日 月 午前９時30分
　　～ 11時 住吉老人憩の家 健康チェック室内ゲーム

５月18日 水 午前９時30分
　　～ 11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック健康体操（運動指導士）

５月18日 水 午後１時30分
　　～３時 徳命老人憩の家 健康チェックカラオケ

５月20日 金 午後１時30分
　　～３時 東中富老人憩の家 健康チェック健康体操（運動指導士）

５月23日 月 午前９時30分
　　～ 11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック健康の話（理学療法士）

５月23日 月 午後１時30分
～３時 奥野老人憩の家 健康チェック室内ゲーム

６月１日 水 午後１時30分
～３時 富吉老人憩の家 健康チェック健康体操（運動指導士）

６月６日 月 午後１時30分
～３時 東部老人憩の家 健康チェック健康体操（運動指導士）

６月７日 火 午後１時30分
～３時 西部老人憩の家 健康チェック健康体操（運動指導士）

（氏　名） （年　齢） （住　　所）
渡邉キヨコ 89歳 徳命字新居須
森　アイコ 79歳 矢上字江ノ口
潮﨑　佳子 55歳 乙瀬字中田
安任　照子 83歳 乙瀬字中田
藤川ユキヱ 85歳 東中富字大塚傍示
西　　茂夫 77歳 笠木字川北
中村　包子 64歳 徳命字新居須
近藤　愛子 61歳 徳命字前須東
武市　專二 65歳 勝瑞字西勝地
浅井フジヱ 94歳 東中富字長江傍示
徳原　範雄 75歳 徳命字元村
中野　安一 85歳 住吉字藤ノ木
吉田　秀雄 83歳 笠木字中野
德川　德平 90歳 奥野字乾
小林　　孟 96歳 徳命字元村
志尾　慶三 74歳 勝瑞字幸島
松原　清明 74歳 住吉字藤ノ木

（氏　名） （ふりがな）（性別） 　（父） （母） （住　　所）
天羽   　彩希 さき 女 光　平・ 郁　美 徳命字小塚東
西岡   　咲麗 さくら 女 和　彦・ 真由美 矢上字安任
神原   　圭吾 けいご 男 正　治・ 栄　美 住吉字若宮
森　　　壮矢 まさや 男 康　行・ 直　子 住吉字神蔵
福家　　　匠 しょう 男 量　裕・ 智恵美 住吉字神蔵
佐野   　心絆 ここな 女 明　幸・ 彩　香 住吉字神蔵
岡本   　旦士 あさと 男 晋　介・ 郁　恵 富吉字穂実
藤園   　愛菜 えりな 女 紀　文・ さおり 富吉字岸ノ下
大西   　莉歩 りほ 女 悟　史・ 真　実 乙瀬字川口
新井   　希彩 きあ 女 温　人・ 悠　子 矢上字北分
湯浅   友美奈 ゆみな 女 稜　介・ 理　咲 住吉字神蔵
安芸   　賢祐 けんすけ 男 市　郎・ 有　加 東中富字東傍示
辻　　　桜季 おうき 男 康　晴・ 雅　世 笠木字西野
計盛　　優愛 ゆあ 女 朗　・ 美　香 乙瀬字青木
尾形   　美咲 みさき 女 秀　行・ 実　香 矢上字北分
西原   　結希 ゆうき 男 佑　輔・ 絵　美 奥野字猪熊
矢野　　和海 いずみ 女 勝　大・ ま　り 矢上字江ノ口
米澤   　悠杏 ゆあ 女 義　行・ 愛 勝瑞字幸島
安藝　　一志 いっしん 男 竜　士・ 弥　生 奥野字東中須
一宮　　柚希 ゆずき 女 晃　裕・ 千　尋 矢上字安任
清水   　瑠奈 るな 女 美　典・ 沙奈恵 東中富字長江傍示 
関本   　美咲 みさき 女 拓　也・ 瞳 徳命

松本   　侑大 ゆうと 男 隆　・ 晃　代 奥野字西中須

おくやみ申し上げます
4月

近藤　紫水　選

こんにちは赤ちゃん 月
４
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藍
住
町
の
特
産
野
菜 

青
梗
菜
（
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
）

  
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
は
、
日
中
国
交

回
復
を
契
機
に
１
９
７
０
年
代
こ

ろ
か
ら
日
本
に
広
ま
っ
た
野
菜
で

す
。
中
国
野
菜
ブ
ー
ム
や
栽
培
期

間
が
短
く
周
年
生
産
が
可
能
な
こ

と
か
ら
、
需
要
が
増
加
し
、
最
も

人
気
の
あ
る
中
国
野
菜
に
な
り
ま

し
た
。

  

チ
ン
ゲ
ン

サ
イ
は
、
ア

ク
や
癖
が
少

な
い
の
で
、

中
華
風
の
炒

め
物
、煮
物
、

ス
ー
プ
、
漬
物
な
ど
和
風
や
洋
風

の
料
理
に
も
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま

す
。
栄
養
成
分
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、

カ
ロ
テ
ン
が
豊
富
で
、
カ
ル
シ
ウ

ム
、
鉄
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
も
特
徴
で
す
。
効
用
と
し
て

は
、
浄
血
・
利
尿
・
便
秘
に
よ
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
購
入
す
る
時

は
、
葉
柄
が
薄
緑
色
で
幅
広
く
厚

み
が
あ
り
、
葉
は
艶
が
あ
り
緑
色

で
柔
ら
か
い
も
の
を
選
ぶ
の
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

  

ま
た
、
春
に
花
芽
が
出
た
チ
ン

ゲ
ン
サ
イ

は
、
青
菜

花
（
チ
ン

ツ
ァ
イ
フ

ァ
ー
）
と

言
わ
れ
、

葉
だ
け
よ

り
も
栄
養
価
が
高
く
、
茎
は
や
わ

ら
か
く
て
ほ
の
か
な
甘
味
が
楽
し

め
ま
す
。

  

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の
旬
は
１
月
か

ら
３
月
で
す
が
、
藍
住
町
で
は
ハ

ウ
ス
で
１
年
を
通
し
て
お
い
し
く

生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
栽
培
面
積

は
約
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
生
産
量
は

83
ト
ン
で
、
県
下
第
４
位
の
生
産

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、

新
作
物
と
し
て
試
作
研
究
を
進
め

て
き
た
ミ
ニ
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
も
生

産
さ
れ
て
お
り
、
地
場
農
産
物
と

し
て
町
の
学
校
給
食
に
も
使
用
さ

れ
、子
ど
も
た
ち
に
も
好
評
で
す
。

※�

レ
シ
ピ
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
お
い
し
い

体
験
を
し
て
く
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増田クリニック

健診・禁煙指導・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科・

心臓血管外科・ペインクリニック内科
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診療時間

午後 ２：30～  ６：30

TEL：088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

午前 9：00～12：30

西条北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

たなもと
耳鼻咽喉科

Ｎ

じ　  び いん こう か

たなもと耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目 ： 耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科
TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店 南200m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会認 定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学 会認 定 アレルギー専門医

予約専用電話 088-683-3381
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診察時間

（ミミハイチバン）

８：45～12：00

14：30～18：30

あなたの街の保険屋さん
生命保険・損害保険・無料相談
等々…何でもお気軽にご連絡下さい
株式会社 A S K

藍住町住吉字神蔵 46-2
ｈｔｔｐ//www.ａｓｋ-ｈｏｋｅｎ.com
10:00～18:00 休日・夜間の時間帯のご予約可

（088）678-6502

キョーエイ ファミリーマート

みちよ亭

四国三郎橋名田橋 ケーズデンキ

コーナン ミニストップ

ローソン
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ASK

現場半自動溶接・耐震金物加工取付
鉄骨加工・鉄骨組立・溶接・小物加工

TEL088-693-4515TEL088-693-4515

確　認　先

記　　事　　名 担当課へのお問い合わせ ＨＰの掲載 エ ー ア イ
テレビの掲載 掲載ページ担 当 課 電話番号

平成23年度一般廃棄物処理実施計画 生活環境課 637・3116 ○ 2ページ
乳幼児医療費受給者証の更新 福　祉　課 637・3114 ○ 4ページ
木造住宅の耐震診断を受けて耐震改修をしませんか 総　務　課 637・3111 ○ 6ページ

チンゲンサイの花

広報あいずみ ■ 16№ 807 

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。
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